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新型コロナウイルス拡大防止対策下における NPOの存続危機 

と雇用維持に対する支援に関する緊急要望書 

 

 

 私たちは、宮城県および仙台市で活動する NPO を支援する中間支援組織であり、共

同で本緊急要望書を提出いたします。 

 新型コロナウイルス感染拡大の防止に努めるべく、NPO もそれに協力し、事業およ

び活動を自粛しつつも、地域で必要とされる活動を提供できるよう努力しています。

しかし、長期化が予見される中、地域社会の課題に機動的に対応し、重要な役割を担

う様々な NPO が、一定期間の活動の停止や制限によって解散に追い込まれないよう、

ひいては、これまで宮城・仙台に築き上げてきた市民活動による豊かな地域社会が断

絶することのないよう、早急な対応をいただきたく、以下のとおり要望いたします。 

 

1．要望の趣旨 

 2020 年 2 月から続く新型コロナウイルス拡大防止のための自粛要請が長期化す

るに伴い、NPO（特定非営利活動法人、一般社団・財団法人、公益社団・財団法人

等の非営利で公益的な活動をしている団体）の活動の実施に影響が出ていること

が、私たちが独自に行った緊急調査（別紙参照）から明らかとなっています。ま

た、同調査から、存続が危ぶまれる団体が多くいること、また支援を求める声が

数多くあることも把握しています。これらの団体の存続危機は、公的なサービス

事業や地域社会の課題解決に資する活動の継続停止に直結します。今後の豊かな

地域社会を形成する事業や活動が失われないよう、この難局を乗り切る支援が不

可欠となっています。 

 

2．要望の理由 

 私たちが調査を実施した 4月上旬時点で、既に 64%の団体が負の影響を受けてい

ると回答しています。宮城県・仙台市ではその後に感染者数が大きくなり、それ

に伴う公共施設等の利用停止や自粛が加速しています。したがって、アンケート

実施時点よりも状況は深刻になっており、より多くの団体の存続が危機的です。 

 NPOは福祉、文化、スポーツ、教育、まちづくりなど多様な分野で活動しており、

活動停止および収入減少によって解散に追い込まれると、課題を抱えた人々に提

供される唯一無二のサービスが地域から消滅してしまう懸念があります。 

 NPOが一旦消失すると再び元の状況を取り戻すのは困難であり、社会的弱者への

支援が失われたり、地域づくりの担い手がいなくなるおそれが強いため、NPOが持

続的に活動できるように財政的・制度的な支援をお願いいたします。 



 

3．要望の詳細 

上記の状況に対して以下の支援策実施を要望します。 

 

（1）中小企業等の支援制度を NPOも対象とすること 

既に国の持続化給付金は NPO等も対象となることが決まっていますが、NPO等が対

象となることを窓口担当者等に周知徹底されるようご協力ください。また、今後、

中小企業・小規模事業者等に向けて行われる支援について、NPO法人等による事業

や支援活動も同様に対象にしてください。 

 

（2）活動継続のための自治体独自の支援金等の創設 

小規模ながら助成金や寄附金などで地域に密着した活動を継続してきた団体が、

活動が出来ない状況の中で資金不足に陥っています。今後も必要とされる活動を

継続するには緊急的な資金の手当てが必要です。法人格の有無を問わない地域独

自の支援金、補助金等の創設を希望します。 

 

（3）継続的な雇用維持と事業実施方法への柔軟な対応 

行政機関より委託や指定管理等を受けて施設管理やイベント・セミナー開催を行

う事業について、自粛要請で閉所や開催中止を余儀なくされた場合でも、企画や

検討にかかった人件費等の費用分は減額せず支出して下さい。また、効果的な事

業が継続できるようにオンラインや電話での実施等も認めて下さい。 

 

（4）手続き等の簡素化および、申請書作成支援の強化 

行政支援策の手続きには煩雑なものが多く、通常活動で精一杯の団体は申請が困

難です。そのため申請書等の簡略化を求めます。また、資金や雇用関連の手続き

には、会計士や社労士などの専門家のサポートが求められていますが、依頼する

資金も不足しています。各団体がスムーズにサポートを受けられるよう中間支援

組織が仲介を行います。その際、専門家に依頼する資金を支援して下さい。 

 

4．最後に 

 私たちは NPO の中間支援組織として行い得る支援についてはしっかりと行いま

す。上記のように中間支援組織の力だけでは支援できない面について支援を要望

いたします。 

 また、深刻な状況が長期化することも十分に想定されるため、今後の変化とそ

の対応も含め、継続的な対話をお願いします。 

 

 支援の早急な実施に向けて、ご検討のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 


